
こ
の
個
体
は
、
２
０
０
５
年
６
月
22
日

に
北
海
道
幌
泉
郡
え
り
も
町
沖
で
漁
船
に

混
獲
さ
れ
て
回
収
さ
れ
た
も
の
。
装
着
さ

れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
博
物

館
の
足
環
を
も
と
に
同
国
環
境
保
護
省
に

問
い
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
国
南
端
に
近

い
繁
殖
地
の
コ
フ
ィ
ン
島
で
２
０
０
１
年

１
月
に
性
別
不
明
の
成
鳥
と
し
て
足
環
を

装
着
、
放
鳥
さ
れ
た
個
体
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
放
鳥
地
と
回
収
地
は
直
線
距

離
で
約
１
万
キ
ロ
離
れ
て
い
る
。
回
収
さ

れ
た
個
体
は
、
体
重
が
重
く
翼
が
換
羽
中

だ
っ
た
。
本
種
は
９
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
南
ア
メ
リ
カ
南

方
の
島
々
で
繁
殖
し
、
５
月
か
ら
９
月
頃

ま
で
北
半
球
で
過
ご
す
。
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

類
の
生
態
に
詳
し
い
岡
奈
理
子
主
任
研
究

員
は
、「
ハ
イ
イ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
は
北
半

球
で
翼
を
換
羽
す
る
の
で
、
渡
り
途
中
に

一
時
滞
在
し
た
の
で
は
な
く
、
既
に
渡
り

１
万
キ
ロ
の
旅

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
標
識
の
個
体
回
収

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
繁
殖
地
で
足
環
を
装
着
さ
れ
た
海
鳥
の
ハ
イ
イ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

が
、
北
海
道
で
回
収
さ
れ
た
。
日
本
の
標
識
調
査
で
の
本
種
の
回
収
例
と
し
て
は
３
例
め
と
な

る
。

えりも町沖で回収されたハイイ
ロミズナギドリに装着されていた
ニュージーランドの足環

ハ
イ
イ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リを

終
え
、
魚
類
の
豊
富
な
え
り
も
町

沖
で
潜
水
し
て
活
発
に
採
食
活
動

を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ

て
い
る
。
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